平成２５年第３回奥多摩町議会定例会　会議録
１　平成25年９月20日午前10時00分、第３回奥多摩町議会定例会が奥多摩町議会議場に招集された。

２　出席議員は次のとおりである。

　　　　第１番　石田　芳英君　　第２番　宮野　　亨君　　第３番　高橋　邦男君

　　　　第４番　原島　幸次君　　第５番　杉村　良一君　　第６番　村木　征一君

　　　　第７番　師岡　伸公君　　第８番　酒井　正利君　　第９番　須崎　　眞君

　　　　第10番　竹内　和男君　　第11番　清水　典子君　　第12番　前田　悦男君

３　欠席議員は次のとおりである。

　　　　な　し

４　会議事件は次のとおりである。

　　　　別紙本日の『議事日程表』のとおり

５　職務のため出席した者は次のとおりである。

　　　　議会事務局長　原島　　肇君　　議会係長　浅見　隆久君

６　地方自治法第121条の規定による出席説明員は、次のとおりである。

　　　　町長　河村　文夫君　　副町長　加藤　一美君

　　　　教育長　栃元　　誠君　　企画財政課長　若菜　伸一君

　　　　企画財政課主幹　天野　成浩君　　総務課長　井上　永一君

　　　　住民課長　宮田　昭治君　　福祉保健課福祉係長　新島　和貴君

　　　　観光産業課長　原島　滋隆君　　地域整備課長　川村　文雄君

　　　　教育課長　守屋　吉彦君　　会計管理者　清水　　明君

　　　　病院事務長　河村　光春君

　　　　

　　　　

平成２５年第３回奥多摩町議会定例会議事日程[第４号]

平成25年 ９月20日（金）

午前10時00分・開議

会　期　　平成25年９月10日～９月20日（11日間）

	日程
	議案番号
	議　　　案　　　名
	結　果

	１
	――
	議長開議宣告
	――

	２
	認定第１号
	平成24年度奥多摩町一般会計歳入歳出決算の認定について　　　　　　（決算特別委員会委員長報告）
	原案認定

	３
	認定第２号
	平成24年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計歳入歳出決算の認定について
　　　　　　　　　　（決算特別委員会委員長報告）
	原案認定

	４
	認定第３号
	平成24年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計歳入歳出決算の認定について
　　　　　　　　　　（決算特別委員会委員長報告）
	原案認定

	５
	認定第４号
	平成24年度奥多摩町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について（決算特別委員会委員長報告）
	原案認定

	６
	認定第５号
	平成24年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
（決算特別委員会委員長報告）
	原案認定

	７
	認定第６号
	平成24年度奥多摩町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について　　（決算特別委員会委員長報告）
	原案認定

	８
	認定第７号
	平成24年度奥多摩町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について　（決算特別委員会委員長報告）
	原案認定

	９
	認定第８号
	平成24年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計決算の認定について　　（決算特別委員会委員長報告）
	原案認定

	10
	議員提出議案
第　１　号
	　「森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関する地方の財源確保」のための意見書
	原案可決

	11
	――
	各常任委員会、議会運営委員会及び下水道事業特別委員会の特定事件に関する閉会中の継続調査について
	決　　定

	12
	――
	町長あいさつ
	――


　　（午前10時20分　閉会）

午前10時00分　開議
○議長（清水　典子君）　皆さん、おはようございます。
直ちに本日の会議を開きます。

本日の日程はお手元に配付のとおりであります。

これより議案審議に入ります。日程第２　認定第１号　平成24年度奥多摩町一般会計歳入歳出決算の認定について、日程第３　認定第２号　平成24年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第４　認定第３号　平成24年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第５　認定第４号　平成24年度奥多摩町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第６　認定第５号　平成24年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第７　認定第６号　平成24年度奥多摩町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第８　認定第７号　平成24年度奥多摩町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第９　認定第８号　平成24年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計決算の認定について、以上８件を一括して議題とします。

本件については、去る９月10日、決算特別委員会に審査が付託され、本日、お手元にその結果が報告されております。
審査の経過及び結果について、決算特別委員会委員長　師岡伸公議員から報告を願います。師岡伸公議員。

〔決算特別委員長　師岡　伸公君　登壇〕

○決算特別委員長（師岡　伸公君）　皆さん、おはようございます。
　決算特別委員会議案審査報告をいたします。
　当委員会は、去る９月10日に開会されました平成25年第３回定例町議会第１日に付託された、平成24年度の奥多摩町の、認定第１号　一般会計歳入歳出決算、認定第２号　都民の森管理運営事業特別会計歳入歳出決算、認定第３号　山のふるさと村管理運営事業特別会計歳入歳出決算、認定第４号　国民健康保険特別会計歳入歳出決算、認定第５号　後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算、認定第６号　介護保険特別会計歳入歳出決算、認定第７号　下水道事業特別会計歳入歳出決算、認定第８号　国民健康保険病院事業会計決算、以上８件の議案について、９月17日と９月18日の２日間で審査を行いましたので、審査の結果についてご報告いたします。

審査の経過につきましては、２日間とも全委員が出席し、議長及び議会選出監査委員もオブザーバーとして出席されていましたので、審査経過の報告は省略し、結果のみ報告させていただきます。
認定第１号から認定第８号の全８会計の決算については、９月18日にそれぞれ採決を行った結果、いずれも委員多数の賛成により、原案のとおり認定すべきものと決定しました。

以上、決算特別委員会における議案審査結果の委員長報告を終わります。
○議長（清水　典子君）　以上で、報告は終わりました。
　お諮りします。ただいま上程の決算特別委員会委員長報告についての、認定第１号から認定第８号までの各会計の決算の認定議案についての質疑は、この際、省略したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、認定第１号から認定第８号までの、各会計決算の認定議案についての質疑は省略することに決定しました。

次に、ただいま上程の認定第１号から認定第８号までについて、討論を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。

　これより採決します。

　日程第２　認定第１号　平成24年度奥多摩町一般会計歳入歳出決算の認定について、原案を認定することに賛成の議員は起立願います。
（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、認定第１号については原案を認定することに決定しました。

　次に、日程第３　認定第２号　平成24年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計歳入歳出決算の認定について、原案を認定することに賛成の議員は起立願います。
（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、認定第２号については原案を認定することに決定しました。

　次に、日程第４　認定第３号　平成24年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計歳入歳出決算の認定について、原案を認定することに賛成の議員は起立願います。
（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、認定第３号については原案を認定することに決定しました。

　次に、日程第５　認定第４号　平成24年度奥多摩町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について、原案を認定することに賛成の議員は起立願います。
（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、認定第４号については原案を認定することに決定しました。

　次に、日程第６　認定第５号　平成24年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について、原案を認定することに賛成の議員は起立願います。
（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、認定第５号については原案を認定することに決定しました。

　次に、日程第７　認定第６号　平成24年度奥多摩町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について、原案を認定することに賛成の議員は起立願います。
（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、認定第６号については原案を認定することに決定しました。

　次に、日程第８　認定第７号　平成24年度奥多摩町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について、原案を認定することに賛成の議員は起立願います。
（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、認定第７号については原案を認定することに決定しました。

　次に、日程第９　認定第８号　平成24年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計決算の認定について、原案を認定することに賛成の議員は起立願います。
（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、認定第８号については原案を認定することに決定しました。

　次に、日程第10　議員提出議案第１号　「森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関する地方の財源確保」のための意見書を議題とします。

　事務局長に議案を朗読させます。

○議会事務局長（原島　　肇君）　議員提出議案第１号　「森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関する地方の財源確保」のための意見書、上記の議案を提出する。

　平成25年９月20日提出、提出者、奥多摩町議会議員　須崎　眞、賛成者　同　石田芳英、同　宮野　亨、同　高橋邦男、同　原島幸次、同　杉村良一、同　村木征一、同　師岡伸公、同　酒井正利、同　竹内和男、同　前田悦男。奥多摩町議会議長　清水　典子殿。

理由、石油石炭税の税率の特例による税収の一定割合を、森林面積に応じて市町村に譲与する仕組みの構築を強く求めたいため。

以上でございます。

○議長（清水　典子君）　朗読は終わりました。

　お諮りします。本件については、提出者を含む全議員が賛成者でありますので、質疑並びに討論を省略し、直ちに採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第10　議員提出議案第１号について、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、議員提出議案第１号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第11　各常任委員会、議会運営委員会及び下水道事業特別委員会の特定事件に関する閉会中の継続調査について、を議題とします。
　お諮りします。本件については、各常任委員会、議会運営委員会及び下水道事業特別委員会から継続調査の申し出がありましたので、お手元に配付の継続調査事項表のとおり閉会中の継続調査にしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、本件については、それぞれ閉会中の継続調査とすることに決定しました。
　以上で、本定例会に付議された案件の審議は全て終了しました。

　ここで本定例会の閉会に当たり、河村町長より挨拶があります。河村文夫町長。

〔町長　河村　文夫君　登壇〕

○町長（河村　文夫君）　平成25年第３回奥多摩町議会定例会の閉会に当たり、一言申し上げます。

　今議会は、９月10日に開会され、本会議第１日目に提案いたしました案件のうち、新設条例２件、条例の一部改正４件、報告３件、補正予算７件、人事案件１件、契約案件２件、指定管理者の指定１件、計20件につきましては、第１日目の本会議で慎重なご審議をいただき、全議員の賛成をもって可決決定をいただきました。

　また、付託されました決算認定の８議案につきましては、決算特別委員会が設置され、慎重審議を経て、本日の本会議で全議員の賛成をもってご同意をいただき、今議会に提案いたしました全28議案について可決決定をいただき、感謝と御礼を申し上げます。
　さて、９月８日早朝にビッグニュースとして、７年後の2020年、東京オリンピック・パラリンピックの開催が決定いたしました。このことを契機に、今後オリンピック開催に向け、東京都全体が準備態勢に入り、インフラ整備、外国人観光客の受け入れ体制整備等、開催の準備のため事業等が加速していくものと予想されます。
　このようなことから、今後急速な社会経済の変化が予想されます中で、現在町は長年懸案事項であった、都営水道の一元化、ごみ処理施設の組合加入、斎場組合の加入等、将来の多額な財源を必要とする施策が完結をいたしました。
　さらに、平成18年度から実施しております下水道整備事業も、あと２年、平成27年度に終了し、全町下水道整備が完了いたします。
　また、この議会で議決をいただきました鳩の巣荘建設工事は、平成26年度に完成しますので、東京のオアシス、巨樹と清流のまち・おくたまとして、首都東京の中にあり、町の特性である、山、水、空気がきれい、おもてなしの心がある町を前面に出し、今まで以上に観光宣伝を強力に推進してまいりたいと考えております。
　特に、着実に進めてまいりました森林セラピー事業の拡大推進、東京都の施設である体験の森、山のふるさと村事業の公益的活用により、町内観光旅館との連携を図り、外国人を含め、多くの方が来町する体制整備と同時に、外国人観光客の受け入れ体制整備の検討準備が必要であると考えております。
　これら事業を着実に実施することにより、将来の地域の雇用の拡大、地域経済の活性化が図れる絶好の機会であるというふうに捉えております。このためには小さな町が一丸となり、大海に打って出る覚悟が必要であり、７年後を見据え、施策構築の推進を図る必要があります。
　平成27年度を初年度とする10カ年の第５期奥多摩町長期総合計画策定の準備が、今年度から開始されますので、議員皆様、住民皆様の参加をいただき、奥多摩町の将来のビジョン策定を図ってまいりたいと思っております。
　町は少子高齢化は着実に進んでおります。現在推進している子育て支援、若者定住化対策等についても、東京都の安定した財政支援を受け、今後も推進してまいりたいと思っております。
　終わりに、今議会で議員皆様からいただきました意見、提言等、私を含め幹部職員は真摯に受けとめ、今後の行財政執行を行ってまいりますので、ご支援、ご協力をお願い申し上げ、閉会のご挨拶とさせていただきます。大変ご苦労さまでございました。
○議長（清水　典子君）　以上で町長の挨拶は終わりました。
　以上をもって、平成25年第３回奥多摩町議会定例会を閉会とします。

　長時間の審議、大変ご苦労さまでした。

午前10時20分　閉会
地方自治法第１２３条第２項の規定により、ここに署名する。

　　　　　　　奥多摩町議会議長

　　　　　　　奥多摩町議会議員

　　　　　　　奥多摩町議会議員
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